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高
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
発
音
さ
れ
、
逆
に

東
京
で
低
高
と
な
る
単
語
（
飴
、夏
、冬
、

行
く
…
…
）
は
鹿
児
島
で
は
高
低
の
ア

ク
セ
ン
ト
で
発
音
さ
れ
る
（
窪
薗
、
２

０
０
６
）。
こ
の
よ
う
な
ア
ク
セ
ン
ト

の
対
応
関
係
は
数
多
く
の
方
言
間
で
観

察
さ
れ
て
お
り
、
方
言
間
の
歴
史
的
関

係
や
距
離
を
測
る
指
標
と
も
な
っ
て
い

る
。

　

音
の
規
則
性
は
同
一
方
言
の
中
で
も

観
察
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
近
畿
方
言
の

複
合
語
に
は
「
式
保
存
」
と
呼
ば
れ
る

法
則
が
存
在
し
、「
春
」
や
「
秋
」
の

よ
う
に
出
だ
し
が
低
く
始
ま
る
語
を
前

部
要
素
と
す
る
複
合
語
は
低
く
始
ま

り
、「
夏
」
や
「
冬
」
の
よ
う
に
出
だ

し
が
高
い
語
で
始
ま
る
複
合
語
は
高
く

始
ま
る
。
複
合
語
の
最
初
の
要
素
の
ア

ク
セ
ン
ト
が
、
複
合
語
全
体
の
ア
ク
セ

ン
ト
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。「
春
休

み
、
秋
休
み
」
と
「
夏
休
み
、
冬
休
み
」

の
発
音
の
違
い
は
こ
の
よ
う
な
規
則
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

は
る
→
は
る
や
す
み
（
春
休
み
）�

あ
き
→
あ
き
や
す
み
（
秋
休
み
）

　
　

�

な
つ
→
な
つ
や
す
み
（
夏
休
み
）�

ふ
ゆ
→
ふ
ゆ
や
す
み
（
冬
休
み
）

　

こ
の
式
保
存
の
法
則
が
、
九
州
の
方

言
で
も
や
や
形
を
変
え
て
残
っ
て
い
る
。

鹿
児
島
方
言
に
は
語
末
音
節
が
高
い
タ

イ
プ
（
Ｂ
型
）
と
そ
の
一
つ
前
の
音
節

が
高
い
タ
イ
プ
（
Ａ
型
）
の
二
つ
の
ア

ク
セ
ン
ト
型
が
あ
る
が
、
Ａ
型
の
要
素

で
始
ま
る
複
合
語
は
語
末
か
ら
二
つ
目

の
音
節
が
高
く
な
り
、
Ｂ
型
の
要
素
で

始
ま
る
複
合
語
は
語
末
音
節
が
高
く
発

音
さ
れ
る
。
複
合
語
が
前
部
要
素
の

ア
ク
セ
ン
ト
を
継
承
す
る
と
い
う
こ
の

「
複
合
法
則
」（
平
山
の
法
則
）
は
、
九

州
西
南
部
に
広
く
観
察
さ
れ
る
ア
ク
セ

ン
ト
規
則
で
あ
る
（
平
山
、
１
９
５
１
・

木
部
、
２
０
０
０
）。

　
　

�

は
る
→
は
る
や
す
み
（
春
休
み
）�

あ
き
→
あ
き
や
す
み
（
秋
休
み
）

　
　

�

な
つ
→
な
つ
や
す
み
（
夏
休
み
）�

ふ
ゆ
→
ふ
ゆ
や
す
み
（
冬
休
み
）

　

近
畿
方
言
の
「
春
休
み
、
夏
休
み
」

と
鹿
児
島
方
言
や
甑
島
方
言
の
「
春
休

み
、
夏
休
み
」
は
発
音
が
ま
っ
た
く
異

な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
前
部

要
素
（
春
、
夏
）
の
ア
ク
セ
ン
ト
特
徴

を
継
承
す
る
と
い
う
点
で
は
同
じ
法
則

に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
方
言

に
共
通
す
る
法
則
が
、
歴
史
的
に
ど
の

よ
う
に
発
達
し
て
き
た
の
か
、
こ
の

法
則
を
も
た
な
い
方
言
と
の
境
界
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
、
こ
の
法
則
が
共
時
的

に
ど
の
よ
う
な
例
外
を
許
す
の
か
等
々
、

興
味
は
尽
き
な
い
。
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多
言
語
間
の
類
似
性
と
対
応
関
係

　

言
語
学
者
が
「
音
」
に
魅
せ
ら
れ
る

理
由
の
一
つ
に
、
言
語
音
の
現
象
が
示

す
規
則
性
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
代
言
語
学
の
基
と
な
っ
た
歴
史
比
較

言
語
学
は
、
18
世
紀
末
に
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
人

が
、
イ
ン
ド
の
古
典
語
で
あ
る
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
（
梵
語
）
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
古
典
語
で
あ
る
ギ
リ
シ
ャ
語
・
ラ
テ

ン
語
と
の
間
に
、
音
の
類
似
性
・
対
応

関
係
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
こ
と
が

発
端
と
な
っ
た
。
後
に
歴
史
比
較
言
語

学
と
呼
ば
れ
る
学
問
分
野
の
始
ま
り
で

あ
り
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
と

呼
ば
れ
る
言
語
グ
ル
ー
プ
の
発
見
で
あ

る
。

　

こ
の
研
究
の
中
か
ら
、
有
名
な
「
グ

リ
ム
の
法
則
」
も
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ

は
イ
タ
リ
ア
語
や
ス
ペ
イ
ン
語
の
祖
先

で
あ
る
ラ
テ
ン
語
と
、
英
語
や
ド
イ
ツ

語
な
ど
の
祖
先
で
あ
る
ゲ
ル
マ
ン
語
と

の
間
に
規
則
的
な
音
対
応
が
見
ら
れ
る

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
筆
者
も
高
校
時

代
に
こ
の
音
の
法
則
を
学
び
、
た
と
え

ば
ラ
テ
ン
語
の
ｐ
と
英
語
の
ｆ
の
音

が
対
応
す
る
（pedal—

foot,�pater—

father

）
と
い
う
事
実
に
感
動
、
興
奮

し
た
の
を
覚
え
て
い
る
（
窪
薗
、
２
０

０
８
）。

方
言
の
中
で
見
ら
れ
る
規
則
性

　

同
じ
よ
う
な
音
の
法
則
は
日
本
語
の

中
に
も
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
方
言
間
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
比
較
す

る
と
、
東
京
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
鹿

児
島
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
ほ
ぼ
逆
の

パ
タ
ー
ン
と
な
る
。
た
と
え
ば
東
京
で

高
低
と
発
音
さ
れ
る
単
語
（
雨
、春
、秋
、

来
る
…
…
）
の
多
く
は
鹿
児
島
で
は
低
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音
の
法
則

こ
と
ば
の
歴
史
や
発
達
に
深
く
関
わ
る
音
の
規
則
性

◆近畿方言（式保存の法則）

はる、あき → はるやすみ、あきやすみ

なつ、ふゆ → なつやすみ、ふゆやすみ

◆鹿児島方言（複合法則）

はる、あき → はるやすみ、あきやすみ 

なつ、ふゆ → なつやすみ、ふゆやすみ

◆鹿児島県・甑島方言（複合法則）

はる、あき → はるやすみ、あきやすみ

なつ、ふゆ → なつやすみ、ふゆやすみ

方言比較

ウィリアム・ジョーンズ 
（William Jones, 1746-1794）
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住
民
自
ら
町
の
価
値
を
再
発
見

　

連
携
研
究
「
自
然
と
文
化
」
小
松
班
で

は
、
島
根
県
が
平
成
22
年
か
ら
３
ヵ
年
の

計
画
で
実
施
し
て
い
る
古
事
記
編
纂
１
３

０
０
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平

成
23
年
２
月
20
日
（
日
）
に
、
島
根
県
隠

岐
の
島
町
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
記
念

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
神
々
の
舞
い
降
り
し
島
～

自
然
と
文
化
の
再
発
見
～
」
に
共
催
者
と

し
て
参
加
し
た
。
主
催
は
地
元
の
ま
ち
づ

く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
風
待
ち
海
道
倶
楽
部
、
後
援

は
隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
、
隠
岐

の
島
町
教
育
委
員
会
で
あ
っ
た
。

　

隠
岐
の
島
町
で
は
、
数
年
前
よ
り
、
地

形
地
質
・
植
生
に
お
い
て
特
異
な
隠
岐
の

自
然
環
境
と
、
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
に

お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
歴
史
や
伝

統
文
化
を
、
地
元
の
有
志
が
調
査
研
究
し
、

そ
の
価
値
を
再
発
見
す
る
過
程
で
、
島
に

対
す
る
関
心
と
自
信
を
深
め
て
い
き
、
住

民
と
役
場
が
一
体
と
な
っ
た
熱
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
活
動
を
し
て
い
る
。
現
在
、
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
し
て
、
隠
岐

諸
島
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
研
究
課
題
「
自
然
と

文
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
と
重
な
る
取
り
組

み
を
し
て
い
る
隠
岐
を
、
小
松
班
の
研
究

メ
ン
バ
ー
の
共
通
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、

あ
る
い
は
対
話
の
舞
台
と
し
て
設
定
し
よ

う
と
い
う
意
図
で
、
現
地
研
究
会
を
兼
ね

て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
共
催
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。な
お
、フ
ォ
ー
ラ
ム
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
は
、
小
松
班
の
メ
ン
バ
ー
で
、
隠
岐
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い
る
筆
者
が
行
っ
た
。

日
本
神
話
を
め
ぐ
る
２
つ
の
講
演

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
３
部
構
成
で
行
わ
れ
、

第
１
部
で
は
、
２
つ
の
基
調
講
演
が
あ
っ

た
。

　

ま
ず
、
小
松
和
彦
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
教
授
か
ら
は
、「
比
較
神
話
学

か
ら
み
た
古
事
記
」
と
題
し
て
、
比
較
神

話
学
・
文
化
史
的
民
族
学
の
成
果
を
も
と

に
、
日
本
神
話
の
世
界
的
な
位
置
づ
け
が

紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
古
事
記
に
記
載
さ

れ
て
い
る
説
話
に
は
、
律
令
国
家
の
政
治

性
に
回
収
さ
れ
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る

こ
と
、
高
知
県
旧
物も
の

部べ

村そ
ん

（
現
、
香か

美み

市し

）

の
い
ざ
な
ぎ
流
の
祭
文
の
な
か
に
も
神
話

的
説
話
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
多
角

的
な
観
点
か
ら
古
事
記
や
日
本
神
話
を
捉

え
る
必
要
性
が
説
か
れ
た
。

　

次
に
、
韓
国
に
お
け
る
古
事
記
研
究
の

第
一
人
者
の
魯
成
煥
韓
国
蔚
山
大
学
教
授

か
ら
は
、「
日
本
因
幡
と
韓
国
梧オ

桐ド
ン

島ド

の

白
兎
説
話
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
っ
た
。

　

ア
ジ
ア
に
お
け
る
白
兎
説
話
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
、
構
造
論
的
な
観
点
か
ら

兎
と
水
中
動
物
と
の
関
係
に
注
目
し
、
東

南
ア
ジ
ア
系
と
東
北
ア
ジ
ア
系
の
２
つ
の

類
型
に
分
類
。
さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国
、

中
国
の
説
話
と
の
共
通
点
と
差
異
が
抽
出

さ
れ
、
韓
国
の
梧
桐
島
の
白
兎
説
話
が
日

本
に
伝
播
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
興

味
深
い
説
が
披
露
さ
れ
た
。

多
方
面
か
ら 

隠
岐
の
自
然
と
文
化
を
探
る

　

第
２
部
で
は
、
隠
岐
の
島
町
か
ら
八
幡

浩
二
氏
が
「
隠
岐
の
自
然
と
文
化
」
と
題

し
て
、
地
質
地
形
か
ら
見
た
隠
岐
の
歴
史

と
植
生
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、
特
に
隠

岐
産
の
黒
曜
石
と
そ
の
石
器
に
つ
い
て
詳

し
い
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

村
上
和
弘
愛
媛
大
学
准
教
授
か
ら
は
、

「
対
馬
の
自
然
と
文
化
―“
国
境
の
島
”
の

町
お
こ
し
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
て
、
対

馬
ア
リ
ラ
ン
祭
の
変
遷
に
つ
い
て
、
日
韓

交
流
の
変
遷
と
の
関
連
か
ら
報
告
が
あ
っ

た
。

　

全
京
秀
韓
国
ソ
ウ
ル
大
学
教
授
か
ら

は
「
鬱ウ
ル

陵ル
ン

島ド

の
自
然
と
文
化
」
と
題
し
て
、

鬱
陵
島
で
撮
影
し
た
１
４
０
枚
の
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
て
、
植
民
地
時
代
の
痕
跡
が
残

る
島
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

飯
倉
義
之
日
文
研
研
究
員
か
ら
は
、「
隠

岐
の
河
童
、
日
本
の
河
童
～
町
お
こ
し
と

関
連
し
て
」
と
題
し
て
、
河
童
に
関
す
る

豊
富
な
歴
史
資
料
や
、
各
地
の
町
お
こ
し

の
状
況
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

第
３
部
は
、
報
告
者
全
員
が
登
壇
し
、

筆
者
が
司
会
で
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
各
報
告
者
か

ら
補
足
が
あ
り
、
小
松
和
彦
教
授
か
ら

は
、
神
話
研
究
と
関
連
し
て
、
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
者
の
関
心
か
ら
、
今

後
、
隠
岐
で
調
査
し
た
い
テ
ー
マ
が
話
さ

れ
、
フ
ロ
ア
ー
か
ら
も
関
連
情
報
が
提
供

さ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
や
り
と
り
が
行
わ

れ
た
。
隠
岐
の
参
加
者
の
強
い
関
心
を
感

じ
た
。
今
後
の
調
査
研
究
の
協
力
関
係
を

約
束
し
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
盛
会
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
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